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今
回
同
窓
会
の
尭
僻
で
御
大
典
記
念
の
豊
轟
串
術
構
横
倉
を
開
き
ま
し
た
虚
丁
度
唯
今
を
以
て
無
事
盛
大

に
終
了
致
す
こ
と
の
出
釆
ま
し
た
こ
と
を
司
会
悪
と
し
て
誠
に
満
足
に
存
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
q

本
命
の
愈
合
に
常
り
ま
し
て
、
丁
度
上
田
苗
に
於
き
ま
し
て
も
同
業
者
の
大
命
が
あ
っ
た
璃
に
庇
校
的
会
食

瀞
は
少
な
．
う
ど
ぎ
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
一
般
の
来
場
者
が
百
十
三
人
、
常
校
の
卒
業
者
が
百
三
十
人
壷
ほ
之

に
在
塾
生
二
百
有
魔
人
を
加
へ
ま
し
て
凡
そ
五
百
名
の
聴
講
者
が
縫
目
此
虚
に
御
出
席
下
さ
い
ま
し
て
聴
講

せ
ら
れ
た
こ
と
を
満
足
に
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

∴
斯
の
如
く
無
事
感
大
に
略
わ
‥
ま
し
た
所
以
は
感
師
先
生
方
に
於
を
ま
し
て
熱
心
に
永
年
の
疎
音
を
傾
注
せ

ら
れ
て
御
恕
鰭
に
l
ぉ
話
下
さ
っ
た
こ
と
が
第
・
一
の
l
原
因
で
l
ぁ
ル
ま
す
．
．

。
此
場
合
に
緋
師
緒
君
に
由
っ
て
厚
く

御
融
申
上
げ
ま
す
。
相
性
同
窓
命
と
し
て
感
謝
す
べ
き
は
、
常
校
の
職
眉
各
位
が
此
車
を
梨
せ
ら
れ
ま
し
て
鵡

瑞
便
宜
を
お
園
り
下
さ
っ
た
こ
せ
＼
同
窓
食
の
幹
部
諸
君
が
悪
衣
百
濱
斡
旋
さ
れ
て
紺
股
の
華
価
を
鞍
へ
ら

れ
液
と
．
と
1
、
同
時
元
同
窓
愈
且
甜
君
が
叉
熱
烈
な
る
同
酷
を
以
て
萬
鵜
公
私
に
堪
っ
て
御
蛮
力
下
さ
っ
た
宅

7

r
『
U

2



集演講學科縣獄

　　　　　　　　てi其　’くとの君と
　　　　　　　　置場尚御思もにで
　　　　　　　　き合ほ禮ひ斯謝あ
　　　　　　　　まも斯串まのしり
　　　　　　　　す當の上す如まま
　　　　　　　　0　　　　　　　　校如げのくしし
　　　　　　　　閉のきるで不て一く
　　　　　　　　會趣會次誠備論是
　　　　　　　　に置は第にでi氣れ
’・　　　　　　際の當で是あの亦
　　　　　　　’し在校あはり毒岡
　，　　　　　　まるとゆお且で窓
　　　　　　　　し所緻ま氣つあ會
　　　　　　　　てをしすの光つの
　1　　　　　厚おま゜毒線た會
　　　　　　　　く汲’し　 にのと侵
　　　　　　　　御J反τ　 存音ISとと
　　　　　　　　出り今　℃合は激
　　　　　　　　席下後　まも醤し
　　　　　　　麿さも　す癒校ま
　　　　　　1　虹い引　 がしのし
　　　　　　　　に・ま績　併く會て
　　　　　　　　斡しい　 しな場深
　　　　　　　旋てて　 そくがく
　　　　　　　齎澤時　れて誠感
　　　　　，　の由折　 を定に謝
　　　　　　　勢お致　辛め不す
　　　　　　　　を誘し’抱て完る
　　　　　　　感ひた　 し御全次
　　　　　　　謝のh　て不で第
　　　　　　　激上と　御便あで　　　　　　　　し　御　思　　　謹・の　り　あ
　　　　　　　　ま出ふ　 圭徳こまり

　　　　　　　t席の　下としま　　　　　　　　゜ので　さがてす
　　　　　　整’勤婁籍，1；
　　　　　　　　希ま　こつの來
　　　　　　　　艶す　 とた如愈
　　　　　　　　激か　をらき渚
　　　　　　　　　しら　厚うも諸
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